
　
　

議
案
第
１
号
　
令
和
４
年
度
函
館
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
総
務
分
科
会
関
係
部
分
）

○
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
株
式
会
社
経
営
安
定

化
補
助
金
増

○
就
学
扶
助
費
増

　
・
事
業
の
内
訳

　
・
事
業
の
効
果

　
・
補
正
理
由

○
千
代
台
公
園
陸
上
競
技
場
改
修
事
業
費

　
・
具
体
的
改
修
工
事
の
内
容

　
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

議
案
第
１
号

○
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
株
式
会
社
経
営
安
定

化
補
助
金
増

　
当
該
鉄
道
は
地
域
の
生
活
交
通
路
線
で
あ

る
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
「
新
型
コ
ロ
ナ
」
と
表
記
）
の
影
響

か
ら
戻
り
つ
つ
あ
る
観
光
客
の
利
用
や
、
物

流
ル
ー
ト
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
お
り
、

経
営
安
定
化
を
図
る
意
味
で
は
妥
当
で
あ
る
。

○
就
学
扶
助
費
増

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
の
就
学
援
助
の
認
定

基
準
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
対
象
者
の
拡
充

が
図
ら
れ
、
今
回
の
改
正
で
は
、
新
た
に
444

名
が
認
定
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
支
給
対
象
外
で
あ
っ
た

生
徒
会
費
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
を
新
た
に
対
象
費

目
に
追
加
す
る
も
の
で
あ
り
、
長
期
化
す
る

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
や
物
価
の
高

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

委
員
間
の
協
議

は こ だ て 市 議 会 だ よ り
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議
案
第
１
号

○
新
規
就
農
促
進
補
助
金
増

　
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
継

者
対
策
が
上
向
き
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　
後
継
者
問
題
と
い
う
の
は
、 

非
常
に
大
き

な
問
題
で
あ
る
の
で
、 

新
規
就
農
者
を
増
や

す
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

議
案
第
30
号

○
函
館
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

費
（
令
和
４
年
12
月
発
行
分
）
増

　
大
変
要
望
の
強
い
事
業
で
あ
り
、
追
加
発

行
に
つ
い
て
は
理
解
し
た
。

　
な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

議
案
第
２
号

○
港
町
ふ
頭
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
施
設
運
営
費

増
　
維
持
補
修
費
増

　
今
回
の
修
繕
は
や
む
を
得
な
い
と
思
う
が
、

今
後
は
、
将
来
に
向
け
た
対
応
を
考
え
て
い

く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　
と
の
意
見
あ
り
。

議
案
第
１
号
　
令
和
４
年
度
函
館
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
民
生
分
科
会
関
係
部
分
）

○
社
会
福
祉
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
支
援
事

業
費

　
・
事
業
の
必
要
性

○
子
ど
も
医
療
助
成
費
　
そ
の
他
所
要
経
費

増
○
未
熟
児
養
育
費
増

　
・
事
業
の
効
果

　
・
増
額
の
理
由

委
員
間
の
協
議

議
案
第
１
号

○
社
会
福
祉
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
支
援
事

業
費

　
光
熱
費
や
食
材
等
の
物
価
高
騰
に
よ
り
、

施
設
の
運
営
が
逼
迫
す
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
必
要
な
事
業
で
あ
る
。

　
施
設
利
用
者
に
負
担
は
か
け
ら
れ
な
い
た

め
、
施
設
に
対
す
る
支
援
は
妥
当
で
あ
る
。

○
子
ど
も
医
療
助
成
費
　
そ
の
他
所
要
経
費

増
　
今
年
の
７
月
あ
た
り
か
ら
物
価
高
騰
で
家

計
負
担
が
増
え
て
い
る
た
め
、
医
療
費
助
成

は
推
奨
す
べ
き
。

　
こ
れ
ま
で
も
色
々
な
会
派
が
要
望
し
て
き

た
経
過
が
あ
り
、
財
源
の
見
通
し
が
可
能
と

な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
現
在
の
中
学
３
年
生

が
４
月
以
降
も
切
れ
目
な
く
負
担
軽
減
を
受

け
ら
れ
る
の
は
良
い
こ
と
。

○
未
熟
児
養
育
費
増

　
大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
入

院
の
長
期
化
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
実

績
に
基
づ
い
て
算
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
疑
問
が
解
消
で
き
た
。

　
な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

騰
は
、
今
後
も
続
く
と
思
わ
れ
る
の
で
、
早

急
な
家
庭
へ
の
負
担
軽
減
は
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
後
押
し
し
て
い
き
た
い
。

○
千
代
台
公
園
陸
上
競
技
場
改
修
事
業
費

　
今
回
の
債
務
負
担
行
為
限
度
額
の
設
定
は
、

日
本
陸
連
の
第
２
種
公
認
が
途
切
れ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
来
年
の
雪
解
け
時
期
か

ら
早
々
に
着
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ト
ラ

ッ
ク
の
ウ
レ
タ
ン
部
分
の
剥
離
工
事
で
あ
る
。

　
次
年
度
に
着
工
し
て
も
間
に
合
う
芝
の
張

替
え
工
事
な
ど
は
次
年
度
の
当
初
予
算
で
措

置
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
理
解
し
た
。

　
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
来
年

の
函
館
マ
ラ
ソ
ン
に
配
慮
し
た
工
程
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
良
し
と
す

る
。

　
な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

議
案
第
１
号
　
令
和
４
年
度
函
館
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
経
済
建
設
分
科
会
関
係
部
分
）

○
新
規
就
農
促
進
補
助
金
増

議
案
第
２
号
　
令
和
４
年
度
函
館
市
港
湾
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

○
港
町
ふ
頭
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
施
設
運
営
費

増
　
維
持
補
修
費
増

議
案
第
30
号 

令
和
４
年
度
函
館
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
経
済
建
設
分
科
会
関
係
部
分
）

○
函
館
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

費
（
令
和
４
年
12
月
発
行
分
）
増

　
・
事
業
の
目
的

　
・
事
業
の
効
果

　
・
今
後
の
見
通
し

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

経
済
建
設
分
科
会
議
案
13
件
を
審
査

民
生
分
科
会

議
案
８
件
を
審
査

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

委
員
間
の
協
議

委
員
間
の
協
議

総
務
分
科
会

議
案
12
件
を
審
査

　10月７日に開かれた第３回臨時会では、コロナ禍における原油価格・物価高騰等緊急支援対策として、令和４
年度住民税非課税世帯等への給付金の支給、冬季期間の子育て世帯への給付金の支給、放課後児童クラブへの燃
料費高騰に対する支援、プレミアム付商品券の発行
に関する補正予算１件が提案され、可決しました。

は こ だ て 市 議 会 だ よ り
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第４回定例会 議決結果

第３回臨時会 議決結果

◎

◎

◎

○

○

◎

▲

▲

令和４年度
補正予算

条　　例

そ の 他

◎＝満場一致で可決　○＝賛成多数で可決　▲＝賛成少数で否決

一般会計〔議案第１号〕／港湾事業特別会計／地方卸売市場事業特別会計／後
期高齢者医療事業特別会計／水道事業会計／公共下水道事業会計／交通事
業会計／病院事業会計／一般会計〔議案第30号〕／一般会計〔議案第31号〕

令和４年度
補正予算 一般会計

一般会計〔議案第１号〕 修正案（反対：市政クラブ、公明党、荒木議員）

公の施設の指定管理者の指定（９件）／市道の路線認定および変更／市町村
議会に対する農業生産資材高騰対策対応に関する請願

（制定）函館市個人情報の保護に関する法律施行条例（反対：日本共産党）

（一部改正）函館市子ども医療費助成条例（反対：市民クラブ）

（制定）函館市情報公開・個人情報保護審査会条例／一般職の職員の給与
に関する条例等の一部を改正する条例／函館市職員退職手当条例および函館
市企業職員の給与の種類および基準に関する条例の一部を改正する条例

（一部改正）函館市ひとり親家庭等医療費助成条例 修正案（反対：市政クラブ、
公明党、荒木議員）

（一部改正）函館市の議会の議員および長の選挙における選挙運動の公費負
担に関する条例／特別職の職員の給与等に関する条例／函館市手数料条例／
函館市ひとり親家庭等医療費助成条例／函館市公衆浴場法施行条例／函館
市日乃出いこいの家条例

議案30件を原案のとおり可決

予算特別委員会　　　　12／1 ・ 12／8
予算特別委員会分科会　12／2 ・ 12／5審査の概要

　予算特別委員会では、令和４年度一般会計補正予算をはじめとする議案30件について審査を行いました。
　委員会は、審査をより充実させるため、議長を除く全議員が委員となり、委員会内に各常任委員会が所
管する事項と同様の事項を審査する総務・経済建設・民生の３分科会を設置し、付託案件を分担して審査
しました。
　各分科会は、各議案について論点整理を行い、論点に基づく質疑により議案の疑義を解明した後、委員
同士の協議によって議案の態度・賛否理由を取りまとめました。その後、委員会は各分科会から審査の経
過と主な内容について報告を受け、採決を行いました。
　各分科会の主な審査過程は次のページのとおりです。

次回定例会 ２月下旬開催予定です。

◎


